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実施結果： 

私は 2019年 10月 20日-23日の期間に開催された「7th Annual Meeting of the 

International Cytokine & Interferon Society」に参加させていただきました。会場は荘厳な

雰囲気漂うウィーンのハプスブルグ王宮にて開催されました。私にとっては初の国際学会への

参加ということで、日本国内とは異なる雰囲気、プレゼンターの方々の刺激的な発表やフロアか

らの鋭い質問に圧倒されました。参加者の方々の熱量はすさまじく、いずれのセッションも初日

から盛況で、至る所で活発な議論が行われていました。特にポスターセッションは連日各ポスタ

ーに列を作って質問するなど、日本の学会ではなかなかお目にかかれない光景でした。私はポ

スターセッションにて、歯周炎関連細菌が引き起こす低酸素環境特異的なインフラマソーム活

性化のメカニズムについて発表させていただきました。インフラマソームに関する演題は多くの

方が発表されていましたが、歯周炎や低酸素環境についての発表は私以外が行っていなかっ

たため、インフラマソームに関する深い意見から、歯周炎、低酸素に関する基礎的な質問まで

幅広くコメントを頂くことができ、大変有意義な時間を設けることができました。 

 今回のセッションで特徴的だったのは、構造免疫学と免疫代謝学の領域の発表が増えてい

たことです。比較的新しく開拓されてきた領域という印象だったのですが、発表内容や発想のユ

ニークさに感心するばかりで、是非自身の研究にも取り入れたいと思わせるものばかりでした。

また、学会会場で新しく免疫学を研究している友人を作ることができ、語らい合うことで私自身の

モチベーションに大変良い影響を与えることができました。さらに研究を進め、次の機会には口

頭発表者としてまた参加したいと考えております。 

 最後になりますが、この度は 2019年度後期Tadamitsu Kishimoto International Travel 

Awardに選出頂き誠にありがとうございました。岸本忠三先生をはじめ、選考委員の方々、本

賞に御推薦頂いた鈴木敏彦教授、そして私の研究に関わる全ての方々に深くお礼申し上げま

す。今回の学会を通して世界トップクラスの自然免疫学を全身で感じ、大きな刺激を受けること

ができました。この経験を糧にさらに医学の発展に貢献すべく、研究に邁進していく所存であり

ます。 


